



麻ひ性貝毒 (PSP)はAlexandrium tamarenseなどの有毒渦鞭毛藻が原因 となる貝
毒 の一種 であ る ｡ 東北 ､北 海道 の太平 洋沿岸 で は､毎 年春 か ら夏 にか けて
Atamarenseが出現 し､二枚貝類を毒化させ､貝類養殖業に大きな被害を与えている｡
特に､この地域 における重要養殖種であるホタテガイは毒化するとその毒を長期間
にわたり保持することが知られてお り､このことが漁業被害 を更に大 きくしている｡
一般的に､貝類の毒化は捕食 して取 り込んだ渦鞭毛藻が保持する毒の移行蓄積であ
る と考 えられて いる ｡ しか し､Ogataら (1982)は岩手県大船渡湾 にお ける
Atamarenseの発生量とホタテガイの毒蓄積量の季節的推移 を調査 し､貝の毒量の推
移が必ず しもプランク トンの発生 と比例 しないことを見出 した｡ またKodamaら




つある｡ このことから､貝類 はA.tamarenseと共 にPSP生産細菌 を捕食していること
が考 え られ､貝類の毒 化 に対 して も本細菌 の関与 を示唆す る ｡ 本研究 で は､
A.tamarenseを捕食 し毒化 したホタテガイを試料 とし､毒の主な蓄積部位であ り､捕
食 したエサの消化器官 として知 られる中腸腺においてPSP生産細菌の存在およびそ
の動態を組織化学的に検討 した｡
1996年4月より大船渡湾清水定点 においてA.tamarenseの発生量 とホタテガイの
毒蓄積量の推移 を調査 し､A.tamarenseが発生する前､A.tamarenseが高密度 に発
生ている時期､A.tamarenseの消失か ら7日が経過 したものおよび50日が経過 した
ホ タテガイ､それぞれの試料を採集 した｡ これ ら生体試料より中腸腺組織 を摘出
し4%パ ラフォルムアルデヒドで固定､常法 によりパラフィン包埋 し､7/Jmの組
織切片 を作製 した｡ 本組織切片に対 し抗PSP生産細菌 ウサギ抗体 により免疫染色
を行 った ところ､A.tamarense発生前の無毒試料からは染色が全 く観察 され無かっ
たが､A.tamarense発生時の試料お よび消失後7日､50日の試料か らは抗体の反応
が見 られPSP生産細菌の存在が観察 された｡ また､染色部位 は試料 により異な り
A.tamarense出現時ではもう嚢上皮 においてその存在が観察 されたが､A.tamarense
消失後の各試料においてはもう嚢上皮 における抗体の染色は消失 し､結合組織 に

















体内で新たに毒を作 り出 している可能性を示唆する｡ 有毒渦鞭毛藻 と共に運び込ま
れ､同藻が消失後も長期間にわたり貝の細胞内に生残するPSP生産細菌がこのよう
な未知の貝類毒化機構 に関連 しているものと考えられる｡
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摂餌生態を反映する魚類第一次味覚中枢
清原貞夫 (鹿児島大学理学部生命化学)
脊椎動物の第一次味覚中枢は延髄に存在するが､魚類においては顔面神経が投射す
る顔面葉と舌咽一迷走神経が投射する迷走葉に分化 している｡個々魚種のこれらの中
枢は､末梢の味菅の分布と数に密接に関係し､中枢の大 きさ･細胞構築 ･体部位局在
構築などにおいて著しい多様性を里している｡ しかし､一方ではその多様性を比較す
ることにより味覚中枢の段階的複雑化の法則を導 くことが出来る｡ ここでは､ナマズ
型､コイ型､ヒメジ型の味覚中枢を紹介し､魚種の･摂餌生態との関係を論 じたい｡
ナマズ型味覚中枢 :ナマズ日魚類では個体の もつ全味膏数の75%以上が体表に存
在 し､味菅は全体表に広 く分布することと触嚢に高密度に存在するのが特徴である｡
これを反映して､顔面葉のほうが口腔内味覚を表わす迷走葉より著しく発達している｡
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